
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【出題形式】 

問１：世界地理  

問２：日本地理 

問３：歴史（古代～近世） 

問４：歴史（近現代） 

問５：公民（経済・社会保障） 

問６：公民（国際・政治・憲法・人権） 

問７：「西アジア」に関する融合問題 

出題形式と設問数は昨年度と変わらない。大問７題で設問数

34 個。選択肢６つが９問、選択肢８つが３問で減少。選択

肢９つは消滅。問７は昨年の南アジアに続き西アジアで出題。 

・問１(ア)は暖流から北大西洋海流の向きを推測させる。 

・問２(ウ)は宮城県各市の説明から盛んな産業を推測させる。 

・問４(イ)はオッペケペー節という傍線部の語句は関係なく、問題

文の「江戸時代末期」と関連するものを選ぶ。 

基本的な知識で解ける問題が多く、資料の読み取りも素直な傾

向だった。ただし、読解力が問われる設問が増えた。 

やや易化。ただし読解力必要！ 

ウ 

≪入試に向けて≫ 

①WeeklyTest と教科書で基本的

な知識や用語の暗記を行う。 

  4月～10月までに地理・歴史の 

  基礎知識を仕上げる。 

②歴史は年号ごろ合わせも使って、

暗記を行う。 

できごとや文化を見て、時代や順

番が言えるように復習する。 

③資料やグラフの読み取りに慣れる。

縮尺の計算、割合や％から数量も

計算できるようにする。 

読解力と計算力をつける！ 

④キーワードからどの知識が問われて

いるかを推測する。 

模試・テスト＆ゼミ・入試過去問を

解いて、知識をアウトプットする訓

練をする。忘れていた知識を見つ

けて補強する。 

問３(オ) 歴史 資料や選択肢を読み比べる読解問題 

問５(イ) ５点UPプリント的中！為替市場の円高 


